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成田市制施行 70周年記念 

成田祇園祭 三百年の歴史を誇る初夏の風物詩 
成田祇園祭は、成田山新勝寺のご本尊不動明王の本地仏である奥之院に奉安された「大日如来」に五穀

豊穣・万民豊楽・所願成就を祈願する「成田山祇園会」と、成田山周辺の町内が一体となり行われる「成田

祇園祭」があり、約 300年の歴史があります。 

祇園会期間中の 7月 7・8・9日に直近の金・土・日の 3日間（令和 6年は 5日～7日）に、成田祇園祭が開

催され、成田の街はお祭りムード一色に染まります。成田山の御輿と豪華絢爛な山車・屋台が賑やかなお

囃子の音色や威勢の良い掛け声と共に、成田山へ続く参道を中心に巡行します。 

本年の当番町は幸町、警護は花﨑町です。 【お問合せ先】 （一社）成田市観光協会 TEL 0476-22-2102 

★成 田 祇 園 祭 み ど こ ろ ★ 
5日（金）◆13：30～安全祈願、鏡開き、山車・屋台競演（総踊り） 【成田山大本堂前】 

6日（土）◆ 9：00～山車・屋台競演（総踊り） 【JR成田駅前広場】 

7日（日）◆13：00～山車・屋台総引き  【門前～薬師堂】 

16：30～山車・屋台競演（総踊り） 【成田山大本堂前】 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 成 田 山 祇 園 会 ★ 
◆成田山奥之院特別開扉 【光明堂裏】 

5日（金） 5：30～20：00 光明堂の後方にある奥之院の 

洞窟が特別に開扉され、ご本尊 

大日如来をお参りすることができ

ます。 

6日（土）・7日（日） 5：30～22：00 

8日（月）・9日（火） 5：30～16：00 
（時間は情勢による） 

◆天 国 宝 剣 加 持 【光明堂】 
5日（金）～9日（火） 8：00～16：00 

成田山開山の祖、寛朝大僧正が、朱雀天皇より授かった天国
あまくにの

宝剣
ほうけん

。 

金襴の袋に納められた宝剣が、僧侶の手によって参詣者の身体にお加持され、 

無病息災を祈願します。霊験あらたかな成田山第一の霊宝に直接触れる機会は、祇園会の期間のみと 

なります。 【お問合せ先】成田山新勝寺 TEL 0476-22-2111 （8：00～16：00） 



成田山書道美術館 「収蔵優品展 生誕１６０年近藤雪竹の周辺」「小企画 生誕１００年古谷蒼韻」  

江戸に生まれた近藤雪竹は、１６歳で日下部鳴鶴に入門し、一目置かれる存在でした。 

本展では雪竹の作品を中心に、師やともに活動した同時代の作家、次世代の作家の作品を展覧します。

また、小企画「生誕１００年古谷蒼韻」では、古谷の書と愛蔵の法帖や文房具を展示します。 

【日 時】 ６月２２日(土）～８月４日(日） 

【休館日】 月曜日（月曜日が休日の場合は開館し、翌日休館。）  

【お問合せ先】 成田山書道美術館 TEL ０４７６-２４-０７７４ 

千葉県立房総のむら 「盆の商い」  盆に使う品々の商いの風景を再現します。 

【日  時】 ７月２７日(土）、２８日(日)  【実施場所】 商家の町並み(総屋前に展示します) 

千葉県立房総のむら 「土用の丑」  

この日に食べると夏バテしないといわれる鰻の蒲焼きを展示します。 

【日  時】 ７月２３日(火）、２４日(水)  【実施場所】 川魚の店 

【開館時間】 ９時～１６時３０分  【休館日】 月曜日（月曜日が休日の場合は開館し、翌日休館。） 

※７月２日(火)から、「夏休み体験」の予約受付を開始いたします。 

【お問合せ先】 千葉県立房総のむら TEL ０４７６-９５-３３３３ 

成田祇園祭あれこれ 

成田祇園祭は、成田山新勝寺のご本尊「不動明王」の本地仏である「奥之院 大日如来」の祭礼である、

成田山祇園会にちなみ開催されてきました。 

成田山祇園会は、享保 6年（1721）には既に行われており、約 300年の歴史があります。当初は、成田

山で管理する湯殿山権現社を中心とする祭礼として執り行われていました。湯殿山権現社とは、現在の JR

成田駅参道口（東口）交番の脇にある権現山と呼ばれる広場の一角にある小さな祠のことで、遠く山形県

にある出羽三山の一つである湯殿山の流れをくんでいます。祇園祭初日の夜、御輿が権現社を御旅所とし

て一泊します。翌朝、御輿とすべての山車・屋台が権現社に集合して総踊りが行われます。この催しは、祇

園会が古くは湯殿山の祭礼として執り行われていた故事にちなんでいます。 

そして、時代の変遷とともに大日如来の祭礼へと移り、古くは大日如来のご尊体を捧げ持ち、各町内を渡

御していました。今日では、成田祇園祭が開催される 3日間、大日如来をご尊体とした成田山の御輿の渡

御と併せて、成田山とその周辺の 9町内、合計 10台の豪華絢爛な山車・屋台が、賑やかなお囃子の音色

や威勢の良い掛け声とともに、成田山へと続く参道を中心に巡行します。 

成田祇園祭の期間中、成田の街はお祭りムード一色に染まり、若者達の掛け声と熱気に包まれます。成

田祇園祭の特徴は、お囃子にあり！江戸の祭りで奏でられる江戸囃子と、千葉県の佐原（香取市）の祭り

で奏でられる佐原囃子の両方が演奏されます。 

ひとつの祭りに異なる囃子が演奏されるのは全国的にも非常に珍しいということであり、日本三大囃子の

うちの江戸囃子と佐原囃子の音色を一度に楽しめるのも成田祇園祭ならではといえるでしょう。江戸囃子と

佐原囃子は、楽器の編成や曲調が異なるので、聞けばすぐに違いが分かるはずです。坂を駆け上がる時

は威勢よく、下る時はゆったりと、山車の運行に合わせた曲目が演奏され、祭りに華をそえます。山車がす

れ違うときに繰り広げられるお囃子の競演も面白いですよ！   

「お祭りが終わったその日から、来年

のお祭りの日までの日数を数えて待つ」

なんて言われているほど、成田の人達は

お祭り好き。山車・屋台を出す町内の人

たちにとって祭りは生きる張り合いで、心

のよりどころになっています。 

成田には昔ながらの風景を残した素

晴らしい街並みがありますが、風景だけ

でなく、人々の中にもしっかりと歴史や文

化が受け継がれているのです。 

 

 

 

 


